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№ D-92 

【様式２】 

部門名： 
校内研修プログラム開発・実践部門 

エントリー名： 
観音寺市立柞田小学校  大麻 弘善   
平成 30年度第１回次世代リーダー育成研修 

活動名：校内若年教員研修  
（授業力・学級経営力の強化と伝達） 

解決すべき課題：先輩教員から若年教員への知識・技能の伝承 

数年で半数近くの教員が入れ替わり若年教員が増えている状況にある学校現場においては、先輩教員か

ら若年教員への知識・技能の伝承が急務であるにもかかわらず、うまく進んでいない状況にあることを解決すべ

き課題と捉える。 

目標・方針：若年教員の授業力・学級経営力の向上 

① 若年教員が主体的に研修できる若年研修を行う。 

② 若年教員同士や校内の先輩教員の授業参観を自由にできるシステム作りを進める。 

活動内容：授業力や学級経営力を身に付ける研修 

① 若年教員が主体的に研修できる若年研修を行う。 

・ 授業前に指導教諭と若年教員で練り合いながら、指導案を作り上げることで授業力を身に付ける。 

② 若年教員同士や校内の先輩教員の授業を自由に参観できるシステム作りを進める。 

・  校内時間割を参考に、空き時間で授業参観が可能な時間を基に参観計画を作成して、参観を行

い、学び合う。 

活動の成果：授業力や学級経営について話し合う機会が増え、チームで高める職員集団となった。 

①  若年教員が１人で悩むのではなく、共に創り上げることにより、授業をプランニングする力だけでなく、先輩

教員の授業に対する「思い」や「願い」を伝承する機会となった。 

②  授業参観日の放課後には、授業者と参観者が自然な形で振り返りを行う時間をとり、児童に指導した

内容の種明かしや意図を話し合うなど有意義な時間を過ごすことができ、若年教員が成長できる場となっ

た。 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

・ 若年教員が１人で悩むことなく、悩みを共有したり共感したりしながら、業務に取り組める。 
・ 若年教員が成長できる機会となっている。 
・ 形だけでなく、指導している内容の見えない部分（思いや願い）が伝承できる。 

〈授業参観計画〉 

 

 

 

 

 

 

 

※ A 教諭・・・指導教諭 

※ B～I 教諭は、新規採用から経験１０年目までの教諭 

※ 授業の空き時間で参観できる時間を中心に編成して、一覧表作成した。 

〈放課後の振り返りの様子〉  

 

 

 

 

 

 

授業参観日の放課後、授業公開した教員と

参観した教員が、その授業の指導内容の振り

返りをしたり、指導した内容を裏付ける「思い」や

「願い」の共有を図ったりする。 


